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わ
た
く
し
た
ち
の
健
康

日曜・休日に実施している医療機関 午前10時～午後４時

月日 場所 施　設　名 科　　目 電話（048） 場所 施　設　名 科　　目 電話（048）

８

４ 志木 岩﨑小児科医院 小・内・皮 474-7474 新座 梅沢皮フ科
クリニック 皮 042-472-

5118

11 新座 新座むさし野
クリニック

内・アレ・
循内 489-5323 和光 萩原医院 産婦 461-2046

12 朝霞 石原クリニック 消内・内 486-1890 朝霞 まつおか眼科
クリニック 眼 450-2030

18 朝霞 朝霞駅東口たんば
内科クリニック 内・消内 450-2211 朝霞 あさか心の

クリニック 精・心内 458-5561

25 新座 橋本内科クリニック 内・小・循内 481-2626 朝霞 さない耳鼻科
クリニック 耳 450-3710

※当番医は変
更になる場合
があります。
確認してから
お出かけくだ
さい。

VEGF阻害薬の硝子体注射
（眼病治療について）
朝霞地区医師会　大

おお

野
の

　尚
ひさ

登
と

☎464-4666
わたくしたちの健康

　
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
（
血
管
内
皮
増
殖
因
子
）
と

は
、
血
管
新
生
や
血
管
透
過
性
亢
進
な
ど

を
誘
導
す
る
分
子
で
す
。
こ
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ

Ｆ
が
病
態
に
関
与
し
て
い
る
眼
疾
患
は
多

く
、
例
と
し
て
中ち

ゅ
う

心し
ん

窩か

下か

脈
絡
膜
新
生
血

管
を
伴
う
加
齢
黄
斑
変
性
、
網
膜
静
脈
閉

塞
症
に
伴
う
黄
斑
浮
腫
、
病
的
近
視
に
お

け
る
黄
斑
下
新
生
血
管
、
糖
尿
病
黄
斑
浮

腫
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
対
し
て

保
険
適
用
で
き
る
薬
が
、
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
阻
害

薬
（
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
）
で
す
。

　
現
在
、
保
険
診
療
で
認
可
さ
れ
て
い
る

抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
は
、
ベ
ガ
プ
タ
ニ
ブ
ナ

ト
リ
ウ
ム
（
商
品
名
：
マ
ク
ジ
ェ
ン
®
）、

ラ
ニ
ビ
ズ
マ
ブ
（
商
品
名
：
ル
セ
ン
テ
ィ

ス
®
）、ア
フ
リ
ベ
ル
セ
プ
ト
（
商
品
名：

ア
イ
リ
ー
ア
®
）
の
3
剤
で
す
が
、
特

に
ル
セ
ン
テ
ィ
ス
®
、
ア
イ
リ
ー
ア
®

の
2
剤
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

こ
れ
ら
の
薬
剤
は
眼
球
に
直
接
注
射
（
硝

子
体
注
射
）
し
ま
す
。
両
薬
剤
と
も
、
脳

卒
中
の
既
往
歴
・
危
険
因
子
の
あ
る
患
者

さ
ん
に
対
し
て
は
慎
重
投
与
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
を
使
っ
た
療

法
は
、
視
力
の
改
善
を
目
的
と
し
た
導
入

期
と
、
改
善
し
た
視
力
を
維
持
す
る
た

め
の
維
持
期
に
分
け
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
様
々
な
投
与
方
法
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
（
表
）。
い
ず
れ
の
疾
患
に

お
い
て
も
、
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
の
適
応
が
あ

れ
ば
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
治
療
を
始

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
導
入
期
に
徹
底

し
た
治
療
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
維
持

期
の
治
療
回
数
の
減
少
や
長
期
に
わ
た
る

良
好
な
視
力
維
持
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
導
入
期
の
治
療
回
数
は
特

に
決
め
ず
に
、
視
力
や
病
態
の
改
善
が
み

ら
れ
て
い
る
間
は
継
続
し
て
治
療
を
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。
た
だ
し
、
あ
ま

り
効
果
が
み
ら
れ
な
い
場
合
に
は
漫
然
と

投
与
を
行
う
べ
き
で
な
く
、
他
治
療
の
併

用
や
変
更
を
早
期
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
投
与
方
法
に
は
、
病
態
の
悪
化
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
あ
る
一
定
の
投
与
間
隔
で
計

画
的
に
治
療
を
行
う
固
定
投
与
、
病
態
の

悪
化
を
認
め
た
場
合
に
投
与
を
行
う
必
要

時
投
与
、
病
態
の
悪
化
の
有
無
に
よ
っ
て

投
与
間
隔
を
調
整
し
な
が
ら
計
画
的
に
治

療
を
行
うtreat and extend

（TAE

）

法
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
少
な

い
治
療
回
数
で
視
力
を
維
持
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
療
法
は
、
適
応
疾
患
の
大

多
数
に
お
い
て
従
来
の
治
療
法
よ
り
も
優

れ
た
視
機
能
改
善
効
果
を
示
し
ま
す
が
、

一
定
の
割
合
で
抵
抗
例
も
存
在
し
て
い
ま

す
。
別
の
治
療
法
に
切
り
替
え
る
タ
イ
ミ

ン
グ
と
し
て
は
、
○
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
に
よ

り
改
善
し
た
症
状
が
安
定
し
て
い
る
と
き
、

○
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
を
継
続
し
て
も
視
機
能

と
病
状
の
安
定
化
し
な
い
と
き
、
○
患
者

の
事
情
に
よ
り
治
療
の
継
続
が
困
難
に

な
っ
た
と
き
の
３
つ
の
ケ
ー
ス
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
の
出
現
に
よ
り
、
適
応

疾
患
に
お
け
る
視
機
能
は
劇
的
に
改
善
し

ま
し
た
が
、
各
疾
患
の
発
症
に
は
Ｖ
Ｅ

Ｇ
Ｆ
以
外
の
因
子
も
関
与
し
て
お
り
、
抗

Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
だ
け
で
完
全
に
病
態
を
安
定

化
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
抗
Ｖ
Ｅ

Ｇ
Ｆ
薬
と
光
線
力
学
療
法
、
ス
テ
ロ
イ
ド
、

光
凝
固
、
硝
子
体
手
術
な
ど
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高
い
医

療
を
患
者
さ
ん
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
…
…
と
は
言
え
ま
だ
道
半
ば

で
す
。
今
後
の
臨
床
研
究
の
発
展
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一般名 ベガプタニブナトリウム ラニビズマブ アフリベルセプト
用量 0.3mg/0.09ml 0.5mg/0.05ml ２mg/0.05ml

中心窩下脈絡膜新生
血管を伴う加齢黄斑
変性

導入期 ６週ごとに１回、
連続２回

４週ごとに１回、
連続３回

４週ごとに１回、
連続３回

維持期 必要時 必要時 ８週ごとに１回

網膜静脈閉塞症に伴
う黄斑浮腫

導入期 ４週ごとに１回、
視力が安定するまで

４週ごとに１回、
視力が安定するまで

維持期 必要時 必要時
病的近視における黄
斑下新生血管

導入期 １回 １回
維持期 必要時 必要時

糖尿病黄斑浮腫
導入期 ４週ごとに１回、

視力が安定するまで
４週ごとに１回、
連続５回

維持期 必要時 ８週ごとに１回


